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まずノーヒントで解いてみましょう。この問題はやや難しい問題ですが 

この問題は一次関数、動点の非常に良い問題です。 

これ問題ができれば一次関数、動点は完成です。 

難易度３（良い問題） 

★（４０点必須）、★★（６０点必須）★★★（７５点必須） 

１１６ｇｇ０３１０１８動点グラフ面積 ２００３年福島県 

１辺が８ｃｍで色のついた正方形ＡＢＣＤがある。 

右の図のように、辺ＡＢ，ＡＤ上に、ＡＥ＝ＡＧ＝４ｃｍ 

となる点Ｅ，Ｇをそれぞれとって正方形ＡＥＦＧをつくり 

この正方形を白く塗る。点ＰはＢを出発点として、正方形 

ＡＢＣＤの辺上を毎秒１ｃｍの速さでＢ→Ｃ→Ｄの順に 

ＢからＤまで動く。ＰがＢを出発してからｘ秒後の、 

△ＡＰＥと、正方形ＡＢＣＤの白く塗られていない部分 

とが重なってできる図形の面積をｙｃｍ２とする。 

ただし、ＰがＢにあるときにはｙ＝０とする。 

このとき、次の１）～３）の問に答えよ。 

１）★★ｘ＝５のときｙの値を求めよ。 

 

２）★★★ｘ＝１０のときのｙの値を求めよ。 

 

３）★★★０≦ｘ≦１６のとき、ｘとｙの関係を表す 

グラフをかけ。 
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問題の解き方ヒント と 復習のポイント 

ポイント＝面積の変化する点に注意 

  

 

  

 

 

２

２

１
１）　△ＥＰＦの面積は△ＡＰＥの であるから

２
１ １

　　　ｘ＝５のときの△ＡＰＥの面積＝４ ５ ＝５ｃｍ
２ ２

２）右図参照

１
　　△ＰＦＱ＝２ ４ ＝４

２
１ １

　　△ＲＱＥ＝（１２－ｘ） ４
２ ２

　　ｘ＝１０のとき、重なっている面積＝４＋２＝６（ｃｍ ）

３）３）先に解けば２）は簡単にとける。

１ １
　０≦ｘ≦８　　ｙ＝４ｘ ＝ｘ

２ ２
１

　１２≦ｘ≦１６　ｙ＝２ ４＝４
２

　８≦ｘ≦１２　　

　　　　　　ｙ   
１ １

＝（１２－ｘ） ４ ＋４＝－ｘ＋１６
２ ２
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